
4

表現力１
的確に表す
表現力２
わかりやすく
述べる

①スピーチをしよう
②一枚レポートを書こう
③水田のしくみを探る
④書)(硬)整った文字の秘密を見つけよう
(硬･毛)文字の部分と部分の関係を考えよう[楷書]

12

①聞き手を意識したスピーチを

工夫している。積極的にスピー

チしたり、聞こうとしたりして

いる。

②構成を考えたり根拠を明らか

にして文章を書いたりすること

の必要性に気付き、表現しよう

としている。

③筆者の説明にはどのような工

夫があるのかを考えながら読

み、自分の考え方や見方を広げ

ようとしている。

①聞き手の反応に注意しながら

聞いている。聞いてさらに知り

たいこと、分からないことにつ

いて質問している。

②集めた材料を分類・整理、取

捨選択し、根拠を明確にして書

いている。

④整った文字に内在する整いの

要素について理解を深める。

漢字の部分と部分が互いに譲り

合って字形を整えていることに

ついて理解を深める。

③図表が文章のどの部分と関連

して用いられているのかを理解

し、内容を的確に読み取ってい

る。

①場や目的にあった、声の大き

さや速さ、間の取り方、声の調

子を意識してスピーチしてい

る。

②レポートにふさわしい「書き

言葉」を用い、接続する語、指

示する語を適切に用いて書いて

いる。

③指示語や接続語に着目して読

むと、段落構成が理解しやすく

なることに気付いている。

・スピーチの実施
・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。
・発言
・取り組み姿勢

・「一枚レポー
ト」を作成し、感
想用紙に記入す
る。
・小テストの実
施。
・定期考査出題。

5

表現力２
わかりやすく
述べる
理解力１
的確に読み解
く

①体験文を書こう
②宮沢賢治の童話を読む
③(言)類義語辞典の活用、(漢)漢字を使いこなそう②
④(硬･毛)筆順を味方にしよう、学習を生かそう 20

①日常生活の中から題材を決め

て、考えを書こうとしている。

②宮澤賢治の童話を比べ読みす

ることを通して読書の楽しさを

味わい、読書意欲の喚起へつな

がっている。

①伝えたい内容が明確になるよ

うに段落の役割を考えながら文

章を構成している。

③筆順の意義について理解を深

める。

④字形の整え方に対する理解を

さらに深め、学習と生活に生か

す。

②三篇の童話を比べ読みし、そ

れぞれの作品の共通点などに着

目し、作品の主題について考え

を深めることができる。

①指示語や接続詞などを効果的

に用いて書いている。

②作品に用いられている言葉や

表現の工夫に気付き、作品のよ

さを味わいながら読むことがで

きる。

③漢字の読み書きについて理解

を深める。

・ワークシート、相
互評価用紙記入。
・意見交換会の実
施。
・発言・取り組み姿
勢

・体験文の作成。
・小テストの実
施。
・定期考査出題。

6

理解力１
的確に読み解
く

①空中ブランコ乗りのキキ
②ユニバーサルな心を目指して
③(言)接続語・指示語　(漢)漢字を使いこなそう③漢字の
部首と成り立ち
④(書)(硬)平仮名の書き方を確かめよう
(硬･毛)漢字と仮名を交えて書く方法を見つけよう [漢字と
仮名]

14

①「白い大きな鳥」にかかわる

表現に着目し、それらがどのよ

うなつながりをもっているか考

え、作品の主題についても考え

を深めようとしている。

②本文における語句の意味を文

脈からとらえ、筆者の思いを理

解し、自分なりの考えを深めよ

うとしている。

④平仮名の字形と書き方につい

理解を深める。

①場面の展開や状況の中で、登

場人物がどのように描かれてい

るか確かめながら読み、自分の

考えを深めている。

②表現に即して言葉の意味をと

らえ、図表と併せて読むこと

で、筆者の考えを理解してい

る。

①作品中における比喩表現の技

法の意味や使われ方について理

解している。

②辞書的な意味を踏まえなが

ら、思考力や想像力を働かせ、

語句の文脈上の意味を理解して

いる。

③漢字の読み書きについて理解

を深める。言葉の特徴やきま

り、漢字についての理解を深め

る。

・ワークシー
ト、、感想用紙の
記入。
・発言
・取り組み姿勢

・感想文の作成。
・小テストの実
施。
・定期考査出題。

7

理解力２
判断して説明
する
伝え合う力
ともにわかり
合う

①鑑賞文を書こう
②詩三篇
③この小さな地球の上で
④(漢)漢字を使いこなそう④⑤

12

①根拠や理由を示して述べるこ

との大切さを意識して文章を書

こうとしている。

②詩の内容や感じたことがよく

伝わるように、工夫して朗読し

ようとしている。

③筆者の考えを踏まえ、自分な

りのものの見方や考え方を広げ

ようとしている。

①自分の感じたことが読み手に

伝わるように、根拠を明らかに

して書いている。

②詩の内容を理解した上で、自

分なりの考えをもち、友達の

朗読を聞くことで、更に考えを

深めている。

③読み取ったこと、自分なりに

考えたことを、根拠を挙げなが

ら分かりやすく発表している。

①事象や行為などを表す多様な

語句の中から、最もふさわしい

言葉を選んで用いている。

②速さや間の取り方、強弱等を

工夫して、効果的な朗読をして

いる。

③文脈上の語句の意味を理解

し、内容理解に役立てている。

④漢字の読み書きについて理解

を深める。

・ワークシート、相
互評価用紙、感想用
紙の記入。
・鑑賞文交換会の実
施。
・朗読発表会の実施
・取り組み姿勢

・鑑賞文の作成
・感想文の作成
・小テストの実
施。
・定期考査出題。

9

伝統的な言語
文化
言語文化にふ
れる

①声に出して、さまざまな作品を読もう
②竹取物語
③(漢)漢字の字体・画数・筆順
　(漢)漢字を使いこなそう①
④(書)(硬･毛)さあ始めよう

12

①音読を通して詩歌に親しもう

としている。

②文語詩に描かれている情景や

心情生活に関心をもって音読し

ようとしている。古典に描かれ

ている世界を想像しながら、音

読練習に意欲的に取り組もうと

している。

①内容を理解しながら音読す

る。

②文語特有のリズムを活かした

言葉や語法のもつ特徴に注意し

て音読する

④日常使用する代表的な筆記用具の持ち方について理解を深める。②自分たちのものの見方や考え

方と、古典の世界を比較しなが

ら読み、話の展開や登場人物の

関係等を理解している。

①聞き手に伝わる大きな声でリ

ズム、アクセント、抑揚や切り

方を正しく音読している。

②古典に特有のリズムに慣れ、

滑らかに音読している

③漢字や字体について理解を深

め、生活や学習に生かす。漢字

の読み書きについて理解を深め

る。

・群読発表会の実
施
・ワークシート
・音読、暗唱テス
トを実施。
・発言
・取り組み姿勢

・感想用紙に記入
する。
・小テストの実
施。
・定期考査出題。

10

伝え合う力
ともにわかり
合う

①討論ゲームをしよう
②中村中推薦図書づくり
③(言)言葉の単位・文節の関係
④(書)(硬)漢字と仮名を交えて文章を書こう　[漢字と仮
名]

16

①自分と異なる立場や考え方を

尊重しながら、自分の考えを確

かなものにしようとしている。

②必要な情報を適切に読み取

り、取捨選択し、「推薦図書

50」の作成に意欲的に取り組も

うとしている。

①相手の意見を踏まえながら話

している。相手の発言を聞いて

自分の考えをまとめている。

④漢字仮名交じり文を書く方法

について理解を深める。

②それぞれ分担した本を読み、

思いを伝える紹介文を工夫して

書いている。

次に読む本を見つけている。

①場にふさわしい言葉遣い、音

量や抑揚を意識し話合いを進め

ている。

②読み取ったことを生かして自

分の思いを効果的に伝える紹介

文を書いている。

③漢字の読み書きについて理解

を深める。

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。
・討論会の実施
・紹介文の作成
・取り組み姿勢

・紹介文の作成。
・小テストの実
施。
・定期考査出題。

11

思考力１
論理的に考え
る

①学校案内リーフレットをつくろう
②信頼をつなぐ
③言)音声のしくみとはたらき単語の類別・品詞　(漢)漢字を使
いこなそう⑥⑦
④(書)(硬)学習を生かそう[漢字と仮名]

14

①推敲の必要性に気付き、文章

をよりよくしようとしている。

②教科書の図表を参照しなが

ら、筆者の伝えたいことを理解

しようとしている。

①書く目的に合うように資料を

集めて文章を書き、推敲してい

る。

④漢字と仮名を交え方に対する

理解をさらに深め、学習と生活

に生かす。

②３つのまとまりについて、中

心的な部分と付加的な部分を読

み分け、分かりやすい小見出し

を付けている。

①読み手を意識し、分かりやす

い言葉を選んで書いている。

②文と文、段落のつながりを筆

者はどのように工夫しているか

理解している。

③漢字の読み書きについて理解

を深める。

・ワークシート、相互評価

用紙、感想用紙の記入。

・学校リーフレットの作成

・発言

・取り組み姿勢

・小テストの実
施。
・定期考査出題。
・学校リーフレッ
トの作成

12

思考力２
多角的に考え
る

①私のトップニュースをかこう
②タオル
③(漢)漢字の音と訓
④(書)(毛)書き初めの練習

11

①根拠を明確にして、読み手を

意識したわかりやすい文章を書

こうとしている。

②作品を意欲的に読み、登場人

物の心情が伝わるように工夫し

て朗読しようとしている。

①伝えたい内容が正確に伝わる

ように根拠の明確さを意識して

書くことができる。

④「書き初め」という伝統的な

活動について理解を深めるとと

もに、これまでに学習した知

識・技能を生かして書く。

②時間の流れに沿って、登場人

物の心情を的確に読み取ってい

る。

①多様な語句の中から、ふさわ

しいものを選んで用いることが

できる。

②登場人物の心情を表わす効果

的な表現方法について理解して

いる。

③言葉の特徴やきまり、漢字に

ついての理解を深める。

・ワークシート、相互評価

用紙、感想用紙の記入。

・トップニュースの作成

・取り組み姿勢　・発言

・小テストの実
施。
・定期考査出題。
・新聞記事（トッ
プニュース）の作
成。

1

想像力
さまざまな見
方・考え方を
知る

①「故事成語」を使って書こう
②タオル
③(漢)漢字を使いこなそう⑧
④(書)(毛)速く書くと文字の形はどうなるのだろう。行書
の特徴を確かめよう  　 [行書]

11

①故事成語の意味を理解し、そ

の内容を生かして文章にしよう

としている。

②作品に表れた作者の考え方に

ついて、自分なりの見方や考え

方をもとうとしている。

①故事成語の意味や由来を知

り、日常生活の具体的な場面と

結び付けて文章を書いている。

④速く書くことによって、文字

の形が変わることを理解する。

行書の字形上の特徴と、速く書

けて読みやすい書体であること

の意義について理解を深める。

②場面の展開に沿って、主人公

の心情の推移を読み取ってい

る。

①漢文特有のリズムを味わいな

がら読み、故事成語の由来を理

解している。

②擬声語や擬態語、畳語等に着

目し、主人公の心情が伝わるよ

うな朗読を工夫している。

③漢字の読み書きについて理解

を深める。

・ワークシート、相
互評価用紙、感想用
紙の記入。
・ショートストー
リーの作成
・発言
・取り組み姿勢

・小テストの実施。
・定期考査出題。
・書き初め作品提
出。
・ショートストー
リーの作成

2

想像力
さまざまな見方・
考え方を知る
言語感覚
言葉の感覚を磨く

①せりふとト書き
②食感とオノマトペ
③(言)効果的な表現方法　(漢)漢字を使いこなそう⑨
④(書)(毛)行書の特徴を確かめながら書こう

14

①題材を見て、物語の組み立て

を工夫しようとしている。

②オノマトペについて調べたこ

とをもとに、自分の考えを分か

りやすくまとめようとしてい

る。

①発想をもとに、意外性や転換

のおもしろさのある作品を書い

ている。

④行書の基礎的な書き方に対す

る理解をさらに深め、学習と生

活に生かす。

②自分の課題に沿って読んだ本

から、必要に応じて引用を加

え、分かりやすくまとめてい

る。

①目的に沿って、多様な語句の

中から効果的な言葉を選んで用

いている。

②オノマトペが日本語を豊かに

していることを理解している。

③漢字の読み書きについて理解

を深める。

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。
・鑑賞文の作成
・レポートの作成
・取り組み姿勢

・小テストの実
施。
・定期考査出題。
・鑑賞文の作成
・レポートの作成

3

言語感覚
言葉の感覚を
磨く

①正確に聞き取ろう
②未来を見つめる
③(言)文脈上の意味と用法
(漢)漢字を使いこなそう⑩
④(書)(毛)今年の自分を漢字一字で表そう

10

①聞き取った内容を整理しよう

とし

ている。

①そのための質問をしようとし

ている。

②読みやすく分かりやすい表現

について考え、文章を推敲しよ

うとしている。

①話される情報を正確に聞いて

いる。

①自分の考えとの共通点や相違

点を理解して聞いている。

②書きたい事柄の中心が明確に

なるようにして書き、内容を整

理して文章を整えている。

④これまでに学習した知識・技

能を、場面に応じて適切に運用

する。

①話し手の言葉遣いや音量、速

さや話の進め方に注意して聞い

ている。

②題材として選んだ語句につい

て自分らしいとらえ方を加えて

説明している。

③漢字の読み書きについて理解

を深める。

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。
・意見交換会の実
施
・鑑賞文の作成
・取り組み姿勢

・小テストの実
施。
・定期考査出題。
・鑑賞文の作成。

146年間合計時数 * 観点別の評価は、達成度８０％以上がA、５０％以上がB、５０％未満をCとします。

言語についての
知識・理解・技能

観点別評価規準（観点別達成目標）

　第１学年　　国語科年間指導計画及び評価計画　　　　　　　　　　　　　　平成25年度　練馬区立中村中学校

時数項目
分野・章・

単元月
評価の場面と評価方法

授業中に
おける評価

授業後に
おける評価

読む能力
国語への関心・

意欲・態度
話す・聞く能力 書く能力



4

伝統的な言
語文化
　言語文化
を楽しむ

・枕草子・徒然草
・漢詩の世界
・漢字を使いこなそう

11

・多種類の作品に触れ
て、古文のリズムを身
近なものにしようとし
ている。
・古典作品に関心をも
とうとしている。

・古文や漢詩特有のリ
ズムを活かし、言葉や
語法のもつ特徴に注意
した朗読をしている。

・古典や漢詩の世界へ
興味・関心を抱き、音
読練習や「私のものづ
くし作成」に意欲的に
取り組もうとしてい
る。

・傍注を手がかりとし
て内容を理解し、作者
の人間や自然に対する
思いを読み取ってい
る。

・漢字小テストを実施し、漢
字の読み書きについて理解を
深める。
・古文や漢詩特有のリズムを
活かし、言葉や語法のもつ特
徴に注意した朗読をしてい
る。

・ワークシート、
相互評価用紙の記
入。
・音読、暗唱テス
トを実施。

・感想用紙に記入
する。
・小テストの実
施。
・定期考査出題。

5
表現力２
　わかりや
すく述べる

・国語辞典の活用
・卵の立つ話（資料編より）
・壁に残された伝言
・漢字を使いこなそう

15

・課題の設定の仕方や
意見を伝えるための文
章の構成や説明の仕方
を工夫し考えを述べよ
うとしている。

・古文や漢詩特有のリ
ズムを活かし、言葉や
語法のもつ特徴に注意
し暗唱ができている。

・事実と意見を読み分
け、本文中の内容に基
づいて、自分なりの考
えを広げてまとめてい
る。

・事実と意見を読み分
け、本文中の内容に基
づいて、自分なりの考
えを広げて読んでい
る。

・漢字小テストを実施し、漢
字の読み書きについて理解を
深める。
・具体的な事実と筆者の意見
が、どのような段落構成でま
とめられているか理解してい
る。

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。

・「私のものづく
し」を作成し、感
想用紙に記入す
る。
・小テストの実
施。
・定期考査出題。

6

表現力２
　わかりや
すく述べる
表現力１
　的確に表
す

・意見文を書こう
・さまざまな意味
・プレゼンテーションしよう
・漢字を使いこなそう

16

・筆者の思いや願いを
読みとった上で、自分
なりの考えを広げ、意
欲的に発表しようとし
ている。

・様々な方法で材料を
集め、目的に応じて整
理し、資料を作ってい
る。
・目的や状況に応じ
て、資料や機器などを
活用し分かりやすく説
明している。

・課題に沿って集めた
資料を整理し自分の考
えをまとめている。
・意見や立場が明確に
なるように、構成を工
夫して書いている。

・具体的な事実と筆者
の意見が、どのような
段落構成でまとめられ
ているか理解してい
る。

・漢字小テストを実施し、漢
字の読み書きについて理解を
深める。
・話す目的にふさわしい話の
形態や展開があることを理解
している。

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。
・発表会の実施。

・意見文の作成。
・小テストの実
施。
・定期考査出題。

7
表現力１
　的確に表
す

・用言の活用
・読書感想文を書こう
・漢字を使いこなそう
楷書・漢字と仮名・
 行書

10

・感想や考えが伝わる
ように工夫して書こう
としている。

・読んだ本の内容につ
いて、感じたことや考
えたことを表現するた
めにふさわしい言葉を
選んで発表できる。

・自分の感想を、文章
の一節を引用したり表
現を工夫したりして説
明している。

・作品のあらましと登
場人物の心情を正しく
理解し、場面分けを適
切に行って読んでい
る。

漢字小テストを実施し、漢字
の読み書きについて理解を深
める。
漢字の整え方、漢字と仮名の
交え方、行書の基礎的な書き
方を確認する。

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。
・ブックトークの
実施。

・感想文の作成。
・小テストの実
施。
・定期考査出題。

9
理解力１
　的確に読
み解く

・走れメロス
・日本人はアリスの同類だった
・熟語の構成と意味
・漢字を使いこなそう
・行書の書き方を確かめよう
う[行書]

16

・筆者の考えに対し
て、共通点や相違点を
整理しながら、 自分の
考えを広げようとして
いる。

・筆者の考えに対し
て、共通点や相違点を
班の中での話し合い活
動で表現できている。

・自分の経験と結び付
けながら 筆者の思いを
読み取り、意見文を作
成することができてい
る。

・自分の経験と結び付
けながら 筆者の思いを
読み取っている。

漢字小テストを実施し、漢字
の読み書きについて理解を深
める。
行書の特徴を基礎的な書き方
について理解を深める。

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。
・群読会の実施。

・小テストの実
施。
・定期考査出題。

10
理解力２
　判断して
説明する

・短歌の世界
・見られる側の言い分
・漢字を使いこなそう
・行書に調和する仮名の
　書き方[行書と仮名]

16

・題材に応じた文章を
書き、それを読み合う
ことを通して自分の考
えを広げようとしてい
る。

・鑑賞文をもとにし
た、ミニ発表会で意見
を述べることができて
いる。

・題材にふさわしい話
題を選び、描写や表現
を工夫して書いてい
る。

・短詩形文学のよさや
特徴を理解し短歌に込
められている情景や心
情を理解している。

漢字小テストを実施し、漢字
の読み書きについて理解を深
める。
行書に調和する仮名の特徴を
整理し、その書き方を理解す
る。

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。

・小テストの実
施。
・定期考査出題。

11
伝え合う力
　ともにわ
かり合う

・パネルディスカッションをしよう
・小さな手袋
・話し言葉と書き言葉
・漢字を使いこなそう

15

・一つの問題の様々の
立場や視点に触れて、
自分の考えと比べなが
ら、話合いに参加しよ
うとしている。

・異なる立場や考えの
人にも分かるように自
分の考えをまとめる。
・相手の立場や考えを
尊重し、目的にそって
話し合う。

・異なる立場や考えの
人にも分かるように自
分の考えをまとめ、下
書き原稿を作成するこ
とができている。

・「私」の「シホ」に
対する気持ちを読み取
り、「私」を視点に書
かれている表現の効果
について考えを深めて
いる。

漢字小テストを実施し、漢字
の読み書きについて理解を深
める。
漢字と仮名の交え方に対する
理解をさらに深め、学習と生
活に生かす。

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。
・パネルディス
カッションの実
施。

・小テストの実
施。
・定期考査出題。

12

思考力１
　論理的に
考える
書き初め

・辞典を作ろう
・「循環型社会」とは何か
・助詞と助動詞
・漢字を使いこなそう
・[書き初め]「日進月歩」（行書）「輝く生命」（楷

12

・読み手に、事実や事
柄を効果的に伝えるた
め、表現を工夫し書こ
うとしている。

・書く内容にそって、
説明の仕方を考えて材
料を集め、整理しなが
ら書いている。

・書く内容にそって、
説明の仕方を考えて材
料を集め、整理しなが
ら書いている。

・問題提起の文とその
答えとなる文に着目し
て考読むことで、筆者
の論理展開をとらえて
いる。

・漢字小テストを実施し、漢
字の読み書きについて理解を
深める。
・助詞や助動詞の働きについ
て理解し、適切に用いてい
る。
・「書き初め」という伝統的
な活動について理解を深める
とともに、これまでに学習し

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。

・小テストの実
施。
・定期考査出題。
・意見文の作成。

1
思考力２
　多角的に
考える

・蒼いみち
・手紙文を書こう
・敬語の意味と種類
・漢字を使いこなそう

10

・相手や目的に応じて
書いた文章を読み直
し、言葉遣いや内容を
よりよくしようとして
いる。

・正しい敬語表現を用
い、場面設定の中で適
切な使用ができてい
る。

・目的にふさわしい文
章にするため語句や表
現、形式に注意して書
いて読み返し、推敲し
ている。

・作品の表現から、登
場人物の心情の推移を
理解している。

・漢字小テストを実施し、漢
字の読み書きについて理解を
深める。
・人物の特徴や情景を表した
具体的な表現から、表現の工
夫や効果に気付いている。

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。

・小テストの実
施。
・定期考査出題。
・書き初め作品提
出。

2

想像力
　さまざま
な見方・考
え方を知る

・百人一首・平家物語
・詩二編　大阿蘇・わたしを束ねないで
・物語を作ろう
・文の成分の順序と照応
・漢字を使いこなそう

12

・伝えたいことが明確
になるように表現の仕
方や文章の構成を工夫
しようとしている。

・登場人物の生き方に
ついて互いの思いを交
流し合っている。
・和漢混淆文の特徴に
留意して、なめらかに
音読している。

・選んだ絵から場面や
登場人物を設定し、展
開を考えて物語を書い
ている。

・時代背景や状況も考
慮しながら読み、場面
の展開や登場人物の心
情を理解している。

・漢字小テストを実施し、漢
字の読み書きについて理解を
深める。
・読み手に内容が伝わるよう
に、文章の形態や表現を工夫
している。

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。
・暗唱テストの実
施。

・小テストの実
施。
・定期考査出題。

3
言語感覚
　言葉の感
覚を磨く

・日本語メガネのかけ替え
・論理を追って聞こう
・この人を語る
・方言と共通語
・さまざまな熟語の読み
・漢字を使いこなそう

12

・互いの思いを交流し
合うことを通して、詩
に対する自分の考えを
深めたり広げたりしよ
うとしている。

・詩の内容をとらえ、
それを生かした朗読を
している。
・論理の展開に気を付
けて聞き合い自分の考
えを深めている。

・伝えたい事実や事柄
が正確に伝わるよう
に、具体例の示し方
や、説明・描写の仕方
などを工夫して書いて
いる。

・本文中に挙げられて
いる具体例から筆者の
意図を読み取り、内容
をとらえている。

・漢字小テストを実施し、漢
字の読み書きについて理解を
深める。
・聞き取りやすい話に必要な
語順や語の照応に注意して聞
いてい
る。

・ワークシート、
相互評価用紙、感
想用紙の記入。

・小テストの実
施。
・定期考査出題。
・意見文の作成。

145

読む能力 言語についての
知識・理解・技能

授業中に
おける評価

授業後に
おける評価

年間合計時数 * 観点別の評価は、達成度８０％以上がA、５０％以上がB、５０％未満をCとします。

　第２学年　　国語科年間指導計画及び評価計画　　　　　　　　　　　　　　平成25年度　練馬区立中村中学校

月 分野・章・
単元

項目 時数
観点別評価規準（観点別達成目標） 評価の場面と評価方法

国語への関心・
意欲・態度

話す・聞く能力 書く能力



4
導入
伝統的な言語
文化

①随筆２点
②おくのほそ道
③中国の古典の言葉
④慣用句・四字熟語
⑤漢字を使いこなそう① 10

①芭蕉の旅への思いを想像
し、選んだ句についての鑑賞
文を書き、古典の世界に親し
もうとしている。
②中国の古典をとおして，古
典に表れているものの見方や
考え方を捉えて，言語生活に
いかそうとしている。
③慣用句の正しい使い方や四
字熟語の由来・意味について
考えようとしている。
④伝統や四字熟語に関わる言
葉の漢字を読んだり書いたり
することをとおして，自分の
言語生活にいかそうとしてい
る。

①作品の背景をふまえて，俳
句に描かれた情景につながる
地の文の内容を捉えている。
②中国の古典（漢文）の一節
を引用した文章を書いたり読
み合ったりして，その言葉の
意味の捉え方や用い方の妥当
性を確かめている。
③慣用句を集めたり，四字熟
語を使った短文を作ったりし
ている。
④伝統や四字熟語に関わる言
葉を書いたり読んだりしてい
る。

音読、観察、
暗記の発表、
発言

感想文、定期
テスト

5 表現力

①パブリックスピーチをしよう
②｢私の友情論｣を書こう
③冥王星が｢準惑星｣になったわけ
④相手意識と敬語の機能
⑤漢字を使いこなそう②

10

①話す相手や場の状況にふさ
わしいスピーチを考えること
をとおして，内容や組み立
て，言葉遣いを考えて，効果
的な話し方について工夫しよ
うとしている。
②取りあげた問題についての
自分の考えを明確にするため
に，論理の展開の仕方や資料
の用い方に注意して，文章の
体裁を整えようとしている。
③科学的な内容を伝えるため
の文章で，構成や展開，表現
の仕方，資料の用い方などが
どのように工夫されているか
を考えながら読み比べて，書
き手の意図と表現の仕方の関
わりを考えようとしている。
④話し相手や話の場面に適切
な言葉や表現考えようとして
いる。
⑤表現に関わる言葉の漢字を
読んだり書いたりすることを
とおして，自分の言語生活に
いかそうとしている。

①　聞き手の人数や立場をふ
まえて，適切な言葉遣いを意
識しながらスピーチの内容を
考えている。自分の表現にい
かすために，内容の組み立て
方や話し方，言葉遣いについ
て評価しながら，スピーチを
聞き合っている。

②書く目的にそって，自分の
考えを述べるためにふさわし
い資料を用いて書いている。
説得力のある文章になるよう
に，論理の展開や資料の用い
方を見直している。

③冥王星が準惑星になった経
緯について，根拠や歴史的な
経緯をふまえて順序立てて説
明している。本文と資料とを
読んで，それぞれの文章に表
れている社会や自然について
の見方や考え方の違いを比べ
ながら考えている。

①相手や場面に応じた言葉遣
いや，敬語の適切な使い方を
理解している。
②社会生活で使う語彙につい
て意識しながら言葉を使い，
語感を磨き語彙を豊かにして
いる。
③天文に関する内容を科学的
に説明するために，筆者が論
の展開や言葉の使い方を工夫
していることを理解して（文
章の内容を読み取って）い
る。
④話し相手や話の場面にふさ
わしい敬語を使って対話をし
ている。
⑤表現に関わる言葉を書いた
り読んだりしている。

観察、黒板で
の発表、発言

感想文、定期
テスト

6 理解力

①｢文殊の知恵｣の時代
②猫
③詩の魅力を伝えよう
④俳句の世界
⑤国語辞典の広がり
⑥漢字を使いこなそう③

11

①文章の論の展開にしたがっ
て筆者の考えを理解し，自分
の体験と結びつけて考えよう
としている。
②登場人物が作品全体の中で
果たしている役割について評
価して，作品のよさについて
考えようとしている。
③書いた文章を互いに読み
合って，情報の活用の仕方や
文章の構成を評価し合い，自
分の文章にいかそうとしてい
る。
④選んだ俳句について，その
句の表現の特徴やよさを評価
して，言葉の使い方について
考えを深めようとしている。
⑤国語辞典をさまざまな用途
に使おうとしている。
⑥社会・経済や産業・技術に
関わる言葉の漢字を読んだり
書いたりすることをとおし
て，自分の言語生活にいかそ
うとしている。

③書く目的にそって集めた情
報について，さまざまな視点
や立場から検討して考えを深
めている。

①筆者の主張の根拠や，わか
りやすく述べるための論理の
展開を確かめながら，内容を
的確に理解している。
②主人公の気持ちの変化を，
猫の成長による変化と関連づ
けて捉え，作品の世界がどの
ように描かれているかを考え
ている。
④解説文を参考に，句切れな
どの表現の特徴に注意して音
読し，句の内容を理解してい
る。

①「三人寄れば文殊の知恵」
という言葉の由来を確かめた
り，類似した表現を調べたり
して，語感を磨いたり，語彙
を豊かにしたりしている。
②登場人物の気持ちや言動を
特徴づけている語句や語彙に
ついて，場面や描写にそって
理解している。
③選んだ詩の中の語句や表現
について，その意味の微妙な
違いを説明している。
④俳句に用いられている語句
の意味や，語句の使われ方に
ついて理解している。
⑤国語辞典を活用してさまざ
まな課題について調べてい
る。
⑥社会・経済や産業・技術に
関わる言葉を書いたり読んだ
りしている。

観察、黒板で
の発表、発言

感想文、定期
テスト

7 伝え合う力

①企画会議｣を開こう
②海馬
③表現につなげる文法１
④漢字を使いこなそう④

10

①少数意見を尊重するなど，
全体としての話し合いがより
よい結論に至るように意識し
て，話し合いに参加しようと
している。
②対談という形式から，話し
手が伝えたい内容の中心を理
解するためにどのような整理
の仕方をすればよいかを考え
ようとしている。
③助詞相当の語句を使った
り，文末の表現を変えたりす
ることによって生じる意味の
違いについて考えようとして
いる。
④話し合いや日常生活に関わ
る言葉の漢字を読んだり書い
たりすることをとおして，自
分の言語生活にいかそうとし

①話す目的にそって内容を考
え，相手に伝わるように話の
構成や資料の提示の仕方を工
夫するなどして，効果的に話
している。

②対談において，説明の仕方
や話の聞き方にどのような工
夫や配慮があるかを，確かめ
ながら読んでいる。

①言葉についての知識を広
げ，話す目的にふさわしい語
句を用いている。
②対談の中で言い換えをして
いる言葉について，それがど
のようなつながりや効果をう
みだしているかを考えながら
読んでいる。
③場面や文脈に適した助詞相
当の部句や，さまざまな文末
の表現の働きについておおむ
ね理解している。
④話し合いや日常生活に関わ
る言葉を書いたり読んだりし
ている。

観察、黒板で
の発表、発言

感想文、定期
テスト

読む能力
言語についての
知識・理解・技能

授業中に
おける評価

授業後に
おける評価

　第３学年　　国語科年間指導計画及び評価計画　　　　　　　　　　　　　　平成25年度　練馬区立中村中学校

月 分野・章・
単元

項目 時数
観点別評価規準（観点別達成目標） 評価の場面と評価方法

国語への関心・
意欲・態度

話す・聞く能力 書く能力



読む能力
言語についての
知識・理解・技能

授業中に
おける評価

授業後に
おける評価

月 分野・章・
単元

項目 時数
観点別評価規準（観点別達成目標） 評価の場面と評価方法

国語への関心・
意欲・態度

話す・聞く能力 書く能力

9 思考力

①主張文を書こう
②高瀬舟

10

①文章を書く目的にふさわし
い形態・論理の展開・言葉遣
いなどに着目して，説得力の
ある文章とはどのようなもの
かを考えようとしている。
②小説に描かれている人の生
き方や社会のあり方につい
て，これまでに読んだ本を振
り返ったり，新たに読書をし
たりして，考えを深めたり広
げたりしようとしている。

①社会生活の中から決めた課
題について，自分の考えを広
げたり深めたりするために，
多様な方法で材料を集めたり
整理したりしている。

②登場人物の心の「ゆれ」
や，他の人物の発言や行動な
どが与えた影響がどのような
ものかを考えながら，作品に
描かれた世界を理解してい
る。

①書く目的にそって考えを整
理したり説明・説得したりす
るために適切な語句を選んで
文章を書いている。
②小説に使われている言葉に
ついて，それが書かれた時
代，人物の描かれ方による用
い方や意味の違いを現在の言
葉遣いと比べながら，作品を
読んでいる。
。

観察、黒板で
の発表、発言

感想文、定期
テスト

10 思考力

①故郷
②和語・漢語・外来語
③漢字を使いこなそう⑤

11

①小説に描かれている人の生
き方や社会のあり方につい
て，これまでに読んだ本を振
り返ったり，新たに読書をし
たりして，考えを深めたり広
げたりしようとしている。
②語種の違いによって生じる
伝わる意味の違いを考えよう
としている。
③考えることや自然に関わる
言葉の漢字を読んだり書いた
りすることをとおして，自分
の言語生活にいかそうとして

①登場人物の心の「ゆれ」
や，他の人物の発言や行動な
どが与えた影響がどのような
ものかを考えながら，作品に
描かれた世界を理解してい
る。

①小説に使われている言葉に
ついて，それが書かれた時
代，人物の描かれ方による用
い方や意味の違いを現在の言
葉遣いと比べながら，作品を
読んでいる
②語種の違いをもつ類義語を
おおよそあげている。
③考えることや自然に関わる
言葉を書いたり読んだりして
いる

観察、黒板で
の発表、発言

感想文、定期
テスト

11 想像力

①好きな和歌を紹介しよう
②詩二編（初恋・うち しってんねん）
③理想のロボット

10

①書いた文章について感想を
交流し，文章の展開や表現の
仕方などについて評価し合う
ことをとおして，自分の表現
をよりよいものにしようとし
ている。
②それぞれの詩から感じられ
るよさや特徴をいかしながら
朗読し，作品の理解を深めよ
うとしている。
③伝わりやすい説明の仕方と
はどのようなものか，交流を
とおして考えようとしてい

①選んだ作品について，情景
や作者の心情，作品のよさな
どについて感じたことを整理
して，紹介する文章を書いて
いる。
③書く目的にふさわしい言葉
の使い方や文章の構成，表現
の仕方とはどのようなもの
か，交流をとおして確かめて
いる。

②二つの詩に共通することと
相違することとを整理し，表
現の仕方の特徴が，詩の内容
とどう関わっているかを考え
ながら読んでいる。

①作者の立場や作品の背景と
なる状況をふまえて，作品に
描かれた情景や作者の心情に
親しんでいる。
②詩に用いられている象徴的
な文語や方言のもつ表現効果
を理解している。
③伝えたい内容が明確に伝わ
るように慣用句・四字熟語，
和語・漢語・外来語などを適
切に用いている。

観察、黒板で
の発表、発言

感想文、定期
テスト

12 想像力

①言葉の現在・過去・未来
②漢字を使いこなそう⑥
③書き初め

8

①現在ゆれが生じている言葉
や使われなくなった死語を探
そうとしている。
②比喩やつながりに関わる言
葉の漢字を読んだり書いたり
することをとおして，自分の
言語生活にいかそうとしてい
る。

①言葉の変化やパターンにつ
いてまとめている。
②比喩やつながりに関わる言
葉を書いたり読んだりしてい
る。

観察、黒板で
の発表、発言

感想文、定期
テスト

1 言語感覚

①対話劇を体験しよう
②｢ありがとう｣と言わない重さ
③大切な言葉で編む

9

①対話劇を演じたり聞いたり
することをとおして，自分た
ちの話し言葉を振り返り，目
的・相手・場面などに応じた
話し方について考えようとし
ている。
②筆者のものの見方や考え方
を理解し，言葉とその背景に
ある文化について，話し合い
をとおして考えを深めようと
している。
③アンソロジーをつくること
をとおして，意図や目的が読
み手に伝わるように表現の仕
方を工夫しようとしている。

①人物の立場や人柄，心理な
どと，せりふに用いられてい
る言葉や話し方との関係に注
意して対話劇を聞いている。

③書く目的にそって，さまざ
まな方法で集めた材料を整理
して，ふさわしい文章の形態
や構成を考えて編集してい
る。

②三つの感謝の表現の違いに
ついての筆者の見方や考え方
を読み取って，その見方や考
え方について根拠をもって評
価している。

①相手や場面に応じた適切な
言葉や話し方があることを理
解している。
②「ありがとう」，「バヤル
ララー」，「サンキュー」が
それぞれどのような語感を
もって使われているかを比べ
て，言葉の伝わり方について
考えている。
③選んだ言葉を手がかりにさ
まざまな言葉に触れることを
とおして，語感を磨き語彙を
豊かにしている。

観察、黒板で
の発表、発言

感想文、定期
テスト、書き
初め作品提出

2 言語感覚

①表現につなげる文法２
②漢字を使いこなそう⑦

9

①自動詞と他動詞による文の
意味の違いや，異なる副助詞
を使った文の意味の違いにつ
いて考えようとしている。
②慣用句に関わる言葉の漢字
を読んだり書いたりすること
をとおして，自分の言語生活
にいかそうとしている。

①自動詞と他動詞による文の
意味の違いや，異なる副助詞
を使った文の意味の違いにつ
いておおむね理解している。
②慣用句に関わる言葉を書い
たり読んだりしている。

観察、黒板で
の発表、発言

感想文、定期
テスト

3 言語感覚

①春の数え方のくいちがい？

7

①自然界で起きていることを
どう捉えるかという問題か
ら，人間と自然との関わり方
について考えようとしてい
る。

①筆者が「春の数え方」とい
う表現で自然のなかで行われ
ている営みを表現している意
図を読み取って，その見方や
感が方について根拠をもって
評価している。

①昆虫と小鳥との間に生じる
「くいちがい」などの，自然
界の現象を表す言葉の使われ
方から，語句の用い方が論の
展開にどのような効果を生ん
でいるかを理解している。

観察、黒板で
の発表、発言

感想文、定期
テスト

105年間合計時数 * 観点別の評価は、達成度８０％以上がA、５５％以上がB、５５％未満をCとします。


